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第３０号議案 

 
 

 

江

戸

川

区

公

衆

浴

場

法

施

行

条

例

 

 
（

趣

旨

）

 
第

一

条
 

こ

の

条

例

は

、

公

衆

浴

場

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

三

十

九

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 
 

（

設

置

場

所

の

配

置

の

基

準

）

 

第

二

条

 

法

第

二

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

条

例

で

定

め

る

設

置

の

場

所

の

配

置

の

基

準

は

、

新

た

に

設

置

す

る

普

通

公

衆

浴

場

（

温

湯

等

を

使

用

し

、

男

女

各

一

浴

室

に

同

時

に

多

数

人

を

入

浴

さ

せ

る

公

衆

浴

場

で

あ

っ

て

、

そ

の

利

用

の

目

的

及

び

形

態

が

地

域

住

民

の

日

常

生

活

に

お

い

て

保

健

衛

生

上

必

要

な

施

設

と

し

て

利

用

さ

れ

る

も

の

。

以

下

同

じ

。

）

の

浴

場

本

屋

の

外

壁

と

既

設

の

普

通

公

衆

浴

場

の

浴

場

本

屋

の

外

壁

と

の

間

の

最

短

直

線

距

離

を

二

百

メ

ー

ト

ル

以

上

保

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

す

る

。

た

だ

し

、

土

地

の

状

況

、

構

造

設

備

、

予

想

利

用

者

の

数

、

人

口

密

度

等

を

考

慮

し

、

区

長

が

公

衆

衛

生

上

必

要

で

あ

る

と

認

め

る

普

通

公

衆

浴

場

の

設

置

場

所

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

 

２

 

法

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

許

可

を

受

け

た

公

衆

浴

場

の

う

ち

、

普

通

公

衆

浴

場

以

外

の

公

衆

浴

場

（

以

下

「

そ

の

他

の

公

衆

浴

場

」

と

い

う

。

）

を

普

通

公

衆

浴

場

に

変

更

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

前

項

の

規

定

を

適

用

す

る

。
 

（

衛

生

及

び

風

紀

に

必

要

な

措

置

等

の

基

準

）

 

第

三

条

 

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

条

例

で

定

め

る

措

置

の

基

準

の

う

ち

、

普

通

公

衆

浴

場

の

営

業

者

が

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

措

置

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

 



第３０号議案 

一

 

下

足

場

、

脱

衣

室

、

浴

室

、

便

所

、

廊

下

そ

の

他

入

浴

者

が

直

接

利

用

す

る

場

所

は

、

床

面

に

お

い

て

二

十

ル

ク

ス

以

上

の

照

度

を

有

す

る

よ

う

に

す

る

こ

と

。

 
二

 

浴

場

の

施

設

は

、

常

に

清

潔

を

保

持

し

、

下

足

場

、

脱

衣

室

、

浴

室

、

便

所

、

廊

下

、

洗

い

お

け

、

腰

掛

け

そ

の

他

入

浴

者

が

直

接

利

用

す

る

施

設

及

び

設

備

は

、

毎

日

一

回

以

上

清

掃

し

、

又

は

洗

浄

す

る

こ

と

。

 

三

 

脱

衣

室

及

び

便

所

は

、

毎

月

一

回

以

上

消

毒

す

る

こ

と

。

 

四

 

浴

場

の

施

設

は

、

ね

ず

み

、

衛

生

害

虫

等

の

生

息

状

況

に

つ

い

て

毎

月

一

回

以

上

点

検

し

、

適

切

な

防

除

措

置

を

講

ず

る

こ

と

。

 

五

 

洗

い

場

及

び

下

水

溝

は

、

水

流

を

良

好

に

し

、

汚

水

を

滞

留

さ

せ

な

い

よ

う

に

す

る

こ

と

。

 

六

 

浴

槽

水

の

水

質

基

準

に

つ

い

て

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

こ

と

。

た

だ

し

、

区

長

は

、

こ

の

基

準

（

ハ

及

び

ニ

の

基

準

を

除

く

。

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

よ

り

難

く

、

か

つ

、

公

衆

衛

生

上

支

障

が

な

い

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

の

基

準

の

一

部

又

は

全

部

を

適

用

し

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

 

イ

 

濁

度

は

、

五

度

以

下

と

す

る

こ

と

。

 

ロ

 

過

マ

ン

ガ

ン

酸

カ

リ

ウ

ム

消

費

量

は

、

一

リ

ッ

ト

ル

に

つ

き

二

十

五

ミ

リ

グ

ラ

ム

以

下

と

す

る

こ

と

。

 

ハ

 

大

腸

菌

群

数

は

、

一

ミ

リ

リ

ッ

ト

ル

中

に

一

個

以

下

と

す

る

こ

と

。

 

ニ

 

レ

ジ

オ

ネ

ラ

属

菌

は

、

検

出

さ

れ

な

い

こ

と

。

 



第３０号議案 

七

 

浴

槽

水

は

、

常

に

満

杯

を

保

ち

、

湯

栓

及

び

水

栓

に

は

、

清

浄

な

湯

水

を

十

分

に

補

給

す

る

こ

と

。

 
八

 

浴

槽

水

は

、

一

日

一

回

以

上

換

水

す

る

こ

と

。

 

九

 
温

泉

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

二

十

五

号

）

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

温

泉

を

貯

留

す

る

貯

湯

槽

（

以

下

「

貯

湯

槽

」

と

い

う

。

）

を

使

用

す

る

と

き

は

、

次

の

措

置

を

講

ず

る

こ

と

。

 

イ

 

貯

湯

槽

内

部

の

汚

れ

等

の

状

況

に

つ

い

て

随

時

点

検

し

、

江

戸

川

区

規

則

（

以

下

「

規

則

」

と

い

う

。

）

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

定

期

的

に

清

掃

及

び

消

毒

を

行

う

こ

と

。

 

ロ

 

貯

湯

槽

内

の

湯

を

規

則

で

定

め

る

温

度

以

上

に

保

つ

こ

と

。

た

だ

し

、

こ

れ

に

よ

り

難

い

場

合

に

は

、

塩

素

系

薬

剤

に

よ

り

湯

の

消

毒

を

行

う

こ

と

。

 

十

 

ろ

過

器

等

を

使

用

し

て

浴

槽

水

を

循

環

さ

せ

る

と

き

は

、

次

の

措

置

を

講

ず

る

こ

と

。

 

イ

 

ろ

過

器

は

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

定

期

的

に

逆

洗

浄

等

を

行

い

、

生

物

膜

等

ろ

材

に

付

着

し

た

汚

れ

を

除

去

す

る

と

と

も

に

、

内

部

の

消

毒

を

行

う

こ

と

。

 

ロ

 

浴

槽

水

を

循

環

さ

せ

る

た

め

の

配

管

は

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

定

期

的

に

内

部

の

消

毒

を

行

う

こ

と

。

 

ハ

 

集

毛

器

は

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

定

期

的

に

清

掃

を

行

い

、

内

部

の

毛

髪

、

あ

か

、

ぬ

め

り

等

を

除

去

す

る

こ

と

。

 

ニ

 

浴

槽

水

は

、

塩

素

系

薬

剤

に

よ

り

消

毒

を

行

い

、

遊

離

残

留

塩

素

濃

度

が

一

リ

ッ

ト



第３０号議案 

ル

に

つ

き

〇

・

四

ミ

リ

グ

ラ

ム

以

上

に

な

る

よ

う

に

保

つ

こ

と

。

た

だ

し

、

こ

れ

に

よ

り

難

い

場

合

に

は

、

塩

素

系

薬

剤

に

よ

る

消

毒

と

そ

の

他

の

方

法

に

よ

る

消

毒

と

を

併

用

し

、

レ

ジ

オ

ネ

ラ

属

菌

が

検

出

さ

れ

な

い

水

質

を

維

持

す

る

こ

と

。

 
ホ

 

浴

槽

水

に

つ

い

て

は

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

定

期

的

に

水

質

検

査

を

行

う

こ

と

。

 

十

一

 

前

二

号

の

規

定

に

よ

る

清

掃

、

消

毒

、

検

査

等

の

実

施

状

況

を

記

録

し

、

三

年

間

保

存

す

る

こ

と

。
 

十

二

 

善

良

の

風

俗

を

害

す

る

お

そ

れ

の

あ

る

文

書

、

絵

画

、

写

真

、

物

品

、

広

告

又

は

装

飾

設

備

を

置

き

、

掲

げ

、

又

は

設

け

な

い

こ

と

。

 

十

三

 

手

拭

い

、

く

し

、

か

み

そ

り

等

を

入

浴

者

に

貸

与

し

な

い

こ

と

。

た

だ

し

、

入

浴

者

一

人

ご

と

に

消

毒

し

た

清

潔

な

も

の

を

貸

与

す

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

 

十

四

 

十

歳

以

上

の

男

女

を

混

浴

さ

せ

な

い

こ

と

。

 

十

五

 

物

品

の

販

売

等

を

行

う

と

き

は

、

入

浴

機

能

及

び

清

潔

保

持

を

阻

害

し

な

い

よ

う

に

す

る

こ

と

。

 

十

六

 

下

足

場

、

脱

衣

室

、

便

所

、

浴

室

及

び

釜

場

は

、

そ

れ

ぞ

れ

区

画

し

て

設

け

る

こ

と

。

 

十

七

 

下

足

場

に

は

、

入

浴

者

の

履

物

を

安

全

に

収

納

し

、

又

は

保

管

す

る

た

め

の

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 

十

八

 

脱

衣

室

及

び

浴

室

は

、

そ

れ

ぞ

れ

男

女

を

区

別

し

、

そ

の

境

界

に

は

障

壁

を

設

け

る

等

相

互

に

、

か

つ

、

浴

場

外

か

ら

見

通

せ

な

い

構

造

と

す

る

こ

と

。

 



第３０号議案 

十

九

 

脱

衣

室

の

床

面

積

は

、

男

女

各

十

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

。

 

二

十

 

脱

衣

室

の

床

面

は

、

リ

ノ

リ

ウ

ム

、

板

等

の

不

浸

透

性

材

料

を

用

い

る

こ

と

。

 
二

十

一

 

脱

衣

室

に

は

、

入

浴

者

の

衣

類

そ

の

他

携

帯

品

を

安

全

に

収

納

し

、

又

は

保

管

す

る

た

め

の

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 

二

十

二

 
入

浴

者

用

便

所

は

、

脱

衣

室

か

ら

入

浴

者

の

利

用

し

や

す

い

場

所

に

、

男

子

用

及

び

女

子

用

を

区

別

し

て

設

け

、

流

水

式

手

洗

い

を

備

え

る

こ

と

。

 

二

十

三

 

脱

衣

室

及

び

浴

室

に

は

、

採

光

の

た

め

の

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 

二

十

四

 

脱

衣

室

及

び

浴

室

に

は

、

室

内

を

適

温

に

保

つ

た

め

に

必

要

な

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 

二

十

五

 

脱

衣

室

及

び

浴

室

に

は

、

換

気

の

た

め

の

開

口

部

又

は

換

気

に

必

要

な

機

械

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 

二

十

六

 

洗

い

場

の

床

面

積

は

、

男

女

各

十

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

。

 

二

十

七

 

浴

室

の

床

面

は

、

不

浸

透

性

材

料

を

用

い

、

滑

り

に

く

い

仕

上

げ

と

す

る

こ

と

。

 

二

十

八

 

洗

い

場

に

は

、

浴

室

の

床

面

積

五

平

方

メ

ー

ト

ル

に

つ

き

、

湯

栓

及

び

水

栓

を

各

一

個

以

上

設

け

、

湯

又

は

水

で

あ

る

こ

と

を

表

示

す

る

こ

と

。

 

二

十

九

 

洗

い

場

は

、

適

当

な

勾

配

を

付

し

、

浴

室

内

の

使

用

後

の

湯

水

を

屋

外

の

下

水

溝

等

に

、

完

全

に

排

出

さ

せ

る

構

造

と

す

る

こ

と

。

 

三

十

 

浴

室

内

の

浴

槽

の

床

面

積

は

、

男

女

各

四

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

。

 

三

十

一

 

浴

槽

は

、

タ

イ

ル

等

耐

水

材

料

を

用

い

、

浴

槽

内

に

は

、

入

浴

者

に

直

接

熱

気

及
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び

熱

湯

を

接

触

さ

せ

な

い

構

造

と

す

る

こ

と

。

 

三

十

二

 

屋

外

に

浴

槽

を

設

け

る

と

き

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

こ

と

。

 

イ
 

屋

外

の

浴

槽

及

び

浴

槽

に

附

帯

す

る

通

路

等

は

、

適

当

な

広

さ

の

も

の

を

設

け

る

こ

と

。

 

ロ

 
屋

外

の

浴

槽

に

附

帯

す

る

通

路

等

に

は

、

脱

衣

室

、

浴

室

等

の

屋

内

の

保

温

さ

れ

て

い

る

部

分

か

ら

直

接

出

入

り

で

き

る

構

造

と

す

る

こ

と

。

 

ハ

 

屋

外

に

は

、

洗

い

場

を

設

け

な

い

こ

と

。

 

ニ

 

屋

外

の

浴

槽

は

、

そ

れ

ぞ

れ

男

女

を

区

別

し

、

そ

の

境

界

に

は

障

壁

を

設

け

る

等

相

互

に

、

か

つ

、

浴

場

外

か

ら

見

通

せ

な

い

構

造

と

す

る

こ

と

。

 

三

十

三

 

入

浴

者

の

見

や

す

い

位

置

に

、

浴

槽

水

の

温

度

を

明

示

す

る

た

め

の

温

度

計

を

設

け

る

こ

と

。

 

三

十

四

 

ろ

過

器

等

を

使

用

し

て

浴

槽

水

を

循

環

さ

せ

る

場

合

に

は

、

次

の

構

造

設

備

の

基

準

に

よ

る

こ

と

。

 

イ

 

ろ

過

器

は

十

分

な

ろ

過

能

力

を

有

し

、

ろ

過

器

の

上

流

に

集

毛

器

が

設

置

さ

れ

て

い

る

こ

と

。

 

ロ

 

ろ

過

器

の

ろ

材

は

、

十

分

な

逆

洗

浄

が

行

え

る

も

の

で

あ

る

こ

と

。

た

だ

し

、

こ

れ

に

よ

り

難

い

場

合

に

は

、

ろ

材

の

交

換

が

適

切

に

行

え

る

構

造

で

あ

る

こ

と

。

 

ハ

 

循

環

さ

せ

た

浴

槽

水

を

、

打

た

せ

湯

、

シ

ャ

ワ

ー

等

に

再

利

用

し

な

い

構

造

で

あ

る

こ

と

。
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ニ

 

浴

槽

か

ら

あ

ふ

れ

た

湯

水

を

再

利

用

し

な

い

構

造

で

あ

る

こ

と

。

 

ホ

 

入

浴

者

の

浴

槽

水

の

誤

飲

、

飛

ま

つ

の

吸

引

等

に

よ

る

事

故

を

防

止

す

る

た

め

の

措

置

が

講

じ

ら

れ

た

構

造

で

あ

る

こ

と

。

 
ヘ

 

循

環

水

取

入

口

は

、

入

浴

者

の

吸

込

事

故

を

防

止

す

る

た

め

の

措

置

が

講

じ

ら

れ

た

構

造

で

あ

る

こ

と

。

 

三

十

五

 

貯

水

槽

及

び

調

節

槽

は

、

蓋

付

き

と

す

る

こ

と

。

 

三

十

六

 

排

水

溝

、

排

水

ま

す

等

は

、

耐

水

材

料

を

用

い

、

臭

気

の

発

散

及

び

汚

水

の

漏

出

を

防

ぐ

た

め

に

必

要

な

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 

三

十

七

 

釜

は

、

浴

槽

水

と

上

が

り

湯

と

が

混

合

し

な

い

も

の

を

使

用

す

る

こ

と

。

 

三

十

八

 

灰

、

燃

え

殻

等

が

発

生

し

、

又

は

置

か

れ

る

場

所

に

は

、

灰

、

燃

え

殻

等

の

飛

散

を

防

ぐ

た

め

に

必

要

な

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 

三

十

九

 

入

浴

者

用

飲

料

水

の

設

備

を

設

け

る

場

合

に

は

、

そ

の

旨

の

表

示

を

す

る

こ

と

。

飲

料

水

の

水

質

に

つ

い

て

は

、

水

道

法

（

昭

和

三

十

二

年

法

律

第

百

七

十

七

号

）

第

四

条

第

一

項

に

定

め

る

要

件

に

つ

い

て

、

そ

れ

ぞ

れ

水

質

基

準

に

関

す

る

省

令

（

平

成

十

五

年

厚

生

労

働

省

令

第

百

一

号

）

に

定

め

る

水

質

基

準

に

適

合

す

る

も

の

と

し

、

か

つ

、

浴

用

貯

水

槽

を

経

由

し

な

い

で

供

給

す

る

こ

と

。

 

四

十

 

入

浴

機

能

及

び

清

潔

保

持

を

阻

害

す

る

お

そ

れ

の

あ

る

設

備

を

設

け

な

い

こ

と

。

 

２

 

そ

の

他

の

公

衆

浴

場

の

営

業

者

が

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

入

浴

者

の

衛

生

及

び

風

紀

に

必

要

な

措

置

の

基

準

は

、

第

一

号

に

規

定

す

る

公

衆

浴

場

に

あ

っ

て

は

前

項

第

一

号

か

ら

第
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十

五

号

ま

で

、

第

二

号

に

規

定

す

る

公

衆

浴

場

に

あ

っ

て

は

前

項

第

一

号

か

ら

第

十

六

号

ま

で

、

第

十

八

号

、

第

二

十

号

、

第

二

十

四

号

、

第

二

十

七

号

、

第

二

十

九

号

、

第

三

十

一

号

及

び

第

三

十

三

号

か

ら

第

四

十

号

ま

で

に

規

定

す

る

基

準

の

ほ

か

、

当

該

各

号

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

 

一

 

風

俗

営

業

等

の

規

制

及

び

業

務

の

適

正

化

等

に

関

す

る

法

律

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

二

十

二

号

）

第

二

条

第

六

項

第

一

号

に

該

当

す

る

公

衆

浴

場

 

イ

 

従

業

員

に

、

風

紀

を

乱

す

お

そ

れ

の

あ

る

服

装

を

さ

せ

な

い

こ

と

。

 

ロ

 

従

業

員

に

、

風

紀

を

乱

す

お

そ

れ

の

あ

る

行

為

を

行

わ

せ

な

い

こ

と

。

 

ハ

 

各

個

室

の

床

面

積

は

、

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

。

 

ニ

 

待

合

室

は

、

適

当

な

広

さ

の

も

の

を

設

け

る

こ

と

。

 

ホ

 

従

業

員

用

休

憩

室

は

、

適

当

な

広

さ

の

も

の

を

設

け

、

従

業

員

用

鍵

付

き

ロ

ッ

カ

ー

を

備

え

る

こ

と

。

 

ヘ

 

タ

オ

ル

の

保

管

用

戸

棚

は

、

個

室

以

外

の

適

当

な

場

所

に

設

け

る

こ

と

。

 

ト

 

入

浴

者

用

便

所

は

、

入

浴

者

の

用

に

供

す

る

施

設

が

あ

る

各

階

に

、

入

口

か

ら

男

子

用

及

び

女

子

用

を

区

別

し

て

設

け

、

流

水

式

手

洗

い

を

備

え

る

こ

と

。

 

チ

 

個

室

内

は

、

個

室

の

出

入

口

か

ら

見

通

し

の

き

く

構

造

配

置

と

す

る

こ

と

。

 

リ

 

個

室

の

出

入

口

は

、

幅

〇

・

七

メ

ー

ト

ル

以

上

、

高

さ

一

・

八

メ

ー

ト

ル

以

上

と

し

、

扉

等

を

設

け

る

と

き

は

、

そ

の

扉

等

の

適

当

な

位

置

に

、

〇

・

三

メ

ー

ト

ル

平

方

以

上

の

透

明

ガ

ラ

ス

窓

を

設

け

る

等

の

措

置

を

し

、

遮

蔽

物

を

設

け

な

い

こ

と

。

こ

の

場

合

、
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扉

に

は

鍵

を

付

け

な

い

こ

と

。

 

ヌ

 

個

室

内

に

は

、

使

用

の

た

び

ご

と

に

浴

槽

水

を

取

り

替

え

る

こ

と

が

で

き

る

浴

槽

又

は

湯

及

び

水

の

出

る

シ

ャ

ワ

ー

並

び

に

適

当

な

数

の

湯

栓

及

び

水

栓

を

設

け

る

こ

と

。

 
ル

 

個

室

内

に

は

、

換

気

の

た

め

の

開

口

部

又

は

換

気

に

必

要

な

機

械

設

備

を

設

け

る

こ

と

。
 

ヲ

 

個

室

内

に

は

、

適

当

な

脱

衣

場

所

及

び

入

浴

者

の

衣

類

そ

の

他

携

帯

品

を

収

納

す

る

た

め

の

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 

ワ

 

個

室

内

の

照

明

用

電

灯

は

、

一

つ

の

ス

イ

ッ

チ

で

全

部

を

点

滅

で

き

る

装

置

と

す

る

こ

と

。

 

カ

 

個

室

内

に

は

、

蒸

し

機

等

熱

気

に

よ

る

入

浴

設

備

を

設

け

、

適

当

な

位

置

に

熱

気

の

温

度

を

明

示

す

る

た

め

の

温

度

計

を

設

け

る

こ

と

。

 

ヨ

 

個

室

内

に

は

、

入

浴

に

必

要

で

な

い

物

を

置

か

な

い

こ

と

。

た

だ

し

、

入

浴

者

の

所

持

す

る

物

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。
 

タ

 

午

前

零

時

か

ら

日

出

時

ま

で

の

時

間

に

お

い

て

営

業

を

行

わ

な

い

こ

と

。

 

二

 

前

号

に

規

定

す

る

公

衆

浴

場

以

外

の

そ

の

他

の

公

衆

浴

場

 

イ

 

入

浴

者

の

履

物

を

安

全

に

収

納

し

、

又

は

保

管

す

る

た

め

の

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 

ロ

 

脱

衣

室

は

、

適

当

な

広

さ

の

も

の

を

設

け

る

こ

と

。

 

ハ

 

脱

衣

室

に

は

、

入

浴

者

の

衣

類

そ

の

他

携

帯

品

を

安

全

に

収

納

し

、

又

は

保

管

す

る

た

め

の

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 



第３０号議案 

ニ

 

浴

室

は

、

適

当

な

広

さ

の

も

の

を

設

け

る

こ

と

。

 

ホ

 

浴

室

内

に

は

、

浴

槽

又

は

湯

及

び

水

の

出

る

シ

ャ

ワ

ー

並

び

に

適

当

な

数

の

湯

栓

及

び

水

栓

を

設

け

る

こ

と

。

 
ヘ

 

脱

衣

室

及

び

浴

室

に

は

、

換

気

の

た

め

の

開

口

部

又

は

換

気

に

必

要

な

機

械

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

 

ト

 

熱

気

に

よ

る

入

浴

設

備

を

設

け

る

と

き

は

、

適

当

な

位

置

に

熱

気

の

温

度

を

明

示

す

る

た

め

の

温

度

計

を

設

け

る

こ

と

。

 

チ

 

屋

外

に

浴

槽

を

設

け

る

と

き

は

、

前

項

第

三

十

二

号

の

規

定

に

準

じ

た

構

造

と

す

る

こ

と

。

 

リ

 

入

浴

者

用

便

所

は

、

入

浴

者

の

用

に

供

す

る

施

設

が

あ

る

各

階

に

、

入

口

か

ら

男

子

用

及

び

女

子

用

を

区

別

し

て

設

け

、

流

水

式

手

洗

い

を

備

え

る

こ

と

。

 

３

 

営

業

者

は

、

公

衆

浴

場

の

衛

生

上

の

維

持

管

理

を

適

正

に

行

う

た

め

、

原

則

と

し

て

営

業

施

設

ご

と

に

、

管

理

者

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

営

業

者

が

自

ら

管

理

者

と

な

っ

て

管

理

す

る

営

業

施

設

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

 

（

基

準

の

特

例

）

 

第

四

条

 

前

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

普

通

公

衆

浴

場

の

営

業

者

に

あ

っ

て

は

同

条

第

一

項

第

十

九

号

、

第

二

十

六

号

、

第

二

十

八

号

及

び

第

三

十

号

に

規

定

す

る

基

準

に

つ

い

て

、

同

条

第

二

項

第

二

号

に

規

定

す

る

そ

の

他

の

公

衆

浴

場

の

営

業

者

に

あ

っ

て

は

同

条

第

一

項

第

十

八

号

に

規

定

す

る

基

準

に

つ

い

て

、

土

地

の

状

況

、

建

物

の

種

類

、

施

設

の

規

模

そ

の

他
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特

別

の

理

由

に

よ

り

こ

れ

ら

の

基

準

に

よ

り

難

い

場

合

で

あ

っ

て

、

か

つ

、

区

長

が

公

衆

衛

生

上

支

障

が

な

い

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

れ

ら

の

基

準

に

よ

ら

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

 
（

委

任

）

 

第

五

条

 

こ

の

条

例

に

規

定

す

る

も

の

の

ほ

か

、

こ

の

条

例

の

施

行

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

は

、

規

則

で

定

め

る

。

 

 

付

 

則

 

（

施

行

期

日

）

 

１

 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

四

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

（

経

過

措

置

）

 

２

 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

法

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

、

公

衆

浴

場

の

経

営

の

許

可

を

受

け

て

い

る

営

業

施

設

に

お

い

て

、

公

衆

浴

場

の

設

置

場

所

の

配

置

及

び

衛

生

措

置

等

の

基

準

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

平

成

十

五

年

東

京

都

条

例

第

五

十

九

号

）

附

則

第

二

項

に

該

当

す

る

施

設

に

つ

い

て

は

、

第

三

条

第

一

項

第

三

十

四

号

イ

及

び

ニ

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

た

だ

し

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

以

降

に

、

営

業

施

設

を

増

築

し

、

若

し

く

は

改

築

し

、

又

は

大

規

模

な

修

繕

を

す

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。
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（

説

明

）

 

公

衆

浴

場

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

三

十

九

号

）

の

改

正

に

伴

い

、

営

業

者

が

講

ず

べ

き

入

浴

者

の

衛

生

及

び

風

紀

に

必

要

な

措

置

の

基

準

等

を

定

め

る

必

要

が

あ

る

の

で

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。

 


